
【接続期における全体計画例】
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点にして、５歳児後半から小学校 1年 1 学期を一体的に示した全体計画例

を作成しました。このような全体計画を、幼稚園・保育所・認定こども園と小学校の協働により作成することで、保育者と小

学校の教師双方が、幼児期の育ちと小学校の学びがどのように接続するのかイメージできるようになり、連続性・一貫性

をより一層意識した教育・保育を実現することができます。

【実践事例】
本モデルカリキュラムを基に行われた実践事例も掲載しました。各実践における指導のポイントも、まとめてあります。

静岡県幼児教育センター (電話)054-221-3287

〈事例１〉協同性が発揮できる遊びを充実する ｢みんなで楽しく遊べる宇宙迷路を目指して｣（５歳児・11 月）

〈事例２〉身近な自然や地域社会に触れることのできる保育環境を工夫する

｢みんなでつくったスケートリンク｣（５歳児・11 月）

〈事例３〉小学校入学に向けて自立心や自信を高める体験を積み重ねる

｢幼稚園と小学校との継続的・計画的な交流｣（５歳児・通年）

〈事例４〉幼児期の育ちを踏まえた指導のあり方を工夫する ｢すなやつちとなかよし｣（図画工作科・５月）

〈事例５〉生活科を中心に合科的・関連的な指導を工夫する ｢がっこうだいすき｣（生活科等・４月中旬～５月下旬）

〈事例６〉全校で協力体制をつくり取り組む ｢１年生を中心に据えた学校スタートカリキュラム｣（３月～４月）

「幼小接続モデルカリキュラム」とは？
子どもたちが、幼児教育施設で育まれた力を小学校においても発揮し、小学校でさらに伸ばしていくためには、幼児教

育施設は子どもの主体的な遊びを大切にしながら、小学校を見通した保育を行い、小学校は幼稚園等で育まれた子ども

たちの力を上手に生かしていくことが大切です。

このことから、静岡県教育委員会では、保育者と小学校の教師が、幼児期から児童期における発達の流れを理解し、子

どもの成長に即した 5歳児後半から 1 年生 1 学期までを見通したカリキュラムを作成・実施していくための手引きとして、

「静岡県版幼小接続モデルカリキュラム」を作成しました。

このリーフレットでは、接続期のカリキュラム作成の視点を中心に、本モデルカリキュラムの概要をまとめました。

【幼小接続の現状】

【内容】

こんな活用ができます！

第１章 接続期のカリキュラムの必要性

１ 学習指導要領等の改訂内容

２ 静岡県の教育と現状

第２章 接続期の教育について

１ 環境を通して行う幼児期の教育

２ 確かな学力を育む小学校教育

３ 自己肯定感を高める接続期の教育

４ 切れ目のない支援体制の構築

第３章 接続期のカリキュラム作成の視点

１ ５歳児後半のカリキュラム作成の視点

２ 小学校１年生１学期のカリキュラム作成の視点

第４章 接続期のカリキュラム例

１ 接続期における全体計画例

２ ５歳児後半の指導計画例

★ こんなエピソードありました

３ 小学校１年生スタートカリキュラムの例

第５章 幼小の円滑な接続を支えるために

１ 乳幼児期の保育

２ 小学校低学年以降の教育

３ 各園・校におけるカリキュラム・マネジメント

４ 幼小の教職員の連携の在り方

接続期における教育・保育の実践事例

静岡県版幼小接続モデルカリキュラム

保育内容･授業内容のヒントに

幼小が、互いの教育・保育を

理解するための材料として

幼小合同で行う研修の

テキストとして

県内国公私立幼稚園・保育所・認定こども園 903園、小学校 506校回答。（H28調査）

小学校においては、約８割の学校が「幼小の連携が図られている・どちらかといえば図られている」と考えて

いるにもかかわらず、半数以上が「小１プロブレムがある・どちらかといえばある」と回答しています。

カリキュラム編成の参考に

１年生１学期

５歳児後半

概要版

「静岡県版幼小接続モデルカリキュラム」は、静岡県幼児教育センターのＨＰより

ダウンロードできます。
（ＰＤＦサイズ：合冊約６MB、分冊 6ファイル：約 600KB～約 1.8MB）

静岡県就学前教育情報発信サイト「わっ！」

https//sites.google.com/a/neg.edu.pref.shizuoka.jp/youji/home/research
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【接続期における教育・保育】
接続期においては、遊びを中心とする総合的な指導から、生活科を中心とする合科的な指導を経て、無理なく教科中心

の学習に移行していくことが大切です。このとき、保育者と小学校の教師が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を介

して子ども理解を深め、５歳児後半のカリキュラムやスタートカリキュラムを作成していくと効果的です。

≪幼児期≫ ≪小学校１年４月頃≫ ≪小学校１年５月以降≫

（遊びを中心とする総合的な指導） （生活科を中心とする合科的な指導） （生活科を中心とする関連的な指導）

【接続期のカリキュラム作成の視点】

１ ５歳児後半のカリキュラム策定の視点
その時期の発達にふさわしい経験を積み重ねるようにすることが大切です。そこで、以下の４つの視点を挙げてい

ます。

２ 小学校１年生１学期のカリキュラム策定の視点
新しい環境に対し、安心して学校生活をスタートすることができるようにするとともに、幼児期の教育を通して育ま

れた資質・能力を十分に踏まえ、主体的に自己を発揮しながら学びに向かうことができるように工夫することが大切

です。そこで、以下の４つの視点を挙げています。

「小学校１年生スタートカリキュラムの例」では、子どもが幼児期に親しんできた生活リズムや一日の過ごし方に配慮

し、以下の三つの活動を設定しました。

「せいかつタイム」

・ 小学校での生活が分かり、一人一人が、安心感をもち、自分の力で生活したり、新しい人間関係を築いたりで

きるようになることをねらいとした活動

「なかよしタイム」

・ ３つの活動の中で中心的な活動であり、生活科の内容を中心とする学習活動

「まなびタイム」

・ 教科等の内容を中心とした活動

三つの活動は、小学校生活への適応を見据えて、最初は、「せいかつタイム」「なかよしタイム」が一日の活動の中心

となるように設定し、少しずつ「まなびタイム」の時間を増やしていくようにしました。

≪スタートカリキュラムにおける三つの活動の配列イメージ≫

第１週 第２週 第３週 第４週

（１）協同性が発揮できる遊びを充実する

・ 子ども自らによる協同的な遊びの成立

・ 行事等をきっかけにした保育環境の工夫

・ 子ども同士が関わりあう場の設定

（２）身近な自然や地域社会に触れることのできる保育環境を工夫する

・ 自然の不思議さやおもしろさを取り入れた保育環境の工夫

・ 身近な地域社会とのつながりを意識する機会の設定

（３）小学校入学に向けて自立心や自信を高める体験を積み重ねる

・ 生活上必要なことの定着

・ 小学校との交流

（４）保育の PDCA サイクルを確立する場を設定する

・ ｢いつ｣｢どこで｣｢だれを｣の明確な位置付け

・ 複数の保育者による協議

（１）幼児期の育ちを踏まえた指導の在り方を工夫する

・ 幼児期の育ちの把握

・ 入学当初における安心や楽しさを抱かせる指導の工夫

・ ｢自分で分かった、できた｣と実感できる指導の工夫

・ 関わりを広げ、自己発揮できる指導の工夫

（２）生活科を中心に合科的・関連的な指導を工夫する

・ 接続期における生活科の役割

・ 合科的・関連的な指導の重要性

（３）弾力的な時間割を設定する

・ 子どもの発達や学びの特性を踏まえた時間割の設定

・ 弾力的な時間割の設定期間に関する留意事項

（４）全校で協力体制をつくり取り組む

・ 全職員による協力体制の構築

・ 保護者や地域、幼稚園・保育所・認定こども園の保育者との連携○健康な心と体 ○自立心 ○協同性 ○道徳性・規範意識の芽生え

○社会生活との関わり ○思考力の芽生え ○自然との関わり

○生命尊重 ○数量・図形、標識や文字等への関心・感覚

○言葉による伝え合い ○豊かな感性と表現

幼稚園教育要領（H29.3）より


